
図 Total-Siの分析フロー （重量法＋ICP法）

表 分析結果（Total Si 量）

試料準備

分液⇒定容

試料名 Total Si [mass %]

金属シリコン原料① 97.41

金属シリコン原料② 98.10

金属シリコン原料③ 99.18

重量法＋ICP法によるTotal-Siの分析 （例） 金属シリコン原料の分析に適用

乾燥器中の圧力容器

＜コメント＞
・試料溶液作製の工程が多く、作業に通常7日程度
要する。熟練と経験の技術により分析成分（Si）の
完全溶融化を実現。
・粒度の異なる原料、高純度原料の分析も可。

＜適用＞Total-Siは金属Si、SiC、SiO2由来のSiとして分析され
るが、高純度Si原料では、ほとんどが金属Siなので、Total Si値
で目安とする。さらに、純度を得たい場合、酸素分析でSiO2、炭
素分析でSiCを分析し、差数法にて純度を決めることもできる。


